












まとめ 

今回は症例数がまだ少なく,正常新生児について新生児因子と母乳分泌との関連について

基礎的検討を行ったが,坐位分娩において母乳分泌量が多いことが示された。 

つまり分娩体位という産科的因子が母乳分泌量に大きく影響することがわかった。今後調

査項目のうち今回データを示さなかった他の因子,例えば経産回数,母体年齢,妊娠中毒症

の他の母体合併症の有無その他多くの産科的因子も考慮にいれた上で新生児異常の有無,

母児相互作用などと母乳分泌との関連を細かく分析して論じることが必要であろう。これ

らの結果をふまえて次年度には症例数を増やし産科的因子を厳密に考慮にいれた統計処理

により,正常新生児と異常新生児の母乳分泌量に及ぼす影響にまで言及した検討を行い新

生児因子と母乳分泌との関連を明らかにする予定である。 


